
 

 

 

 

 

 

 

【旧病院】什器・備品および医療機器等処分業務 

入札仕様書 

（医療機器等 篇） 
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 本仕様書は、新病院移転に伴い旧施設の解体前までに旧施設内に残置される医療機

器等の処分業務の内容について示したものである。 

 また、これら作業等が安全衛生および環境への配慮を行い、安全且つ円滑に業務を

実施しなければならない。 

 

１．業務概要 

（１）新病院移転後の旧病院の医療機器等の処分 

（２）施設概要 

  ① 施設名称：旧病院 

  ② 施設の場所：栃木県小山市若木町１－１－５ 

  ③ 延床面積：18,097 ㎡ 

 

２．業務内容 

（１）業務内容 

旧施設内に残置される医療機器等の解体撤去・分別・集積、搬出、引取（買取）・

運搬および処分等の作業 

（２）対象となる医療機器 

   下記以外の、すべて。 

   ※ 北棟地下１階 アンプルピッカー１台（リース引上げ品のため） 

   ※ 中棟２階   サクラ精機製 ガス滅菌装置 １台 

               同   オートクレーブ １台 

               同   ジェット洗浄機 １台 

                      （メーカー自社撤去のため） 

（３）現場確認 

   入札参加者は必ず事前に現場を確認し、査定すること。 

   なお、査定に要する費用は、全額入札参加者の負担とする。 

（４）履行期間 

   契約締結の日から平成２８年３月３１日まで 

（５）搬出口 

   現地事前確認のこと 

（６）その他 

   電気は平成２８年３月３１日までしか使えない。 

 

３．関係官公署への諸手続き 

  必要な関係官公署に対する諸手続きは監督員と協議のうえ、受託者の責任により

遅滞なく行うこと。 

 

４．報告書類 



  廃棄機器等は、関係法令に従い適正に処分し、報告書およびマニフェストを監督

員（当院）に提出すること。 

 

５．成果物 

  各作業工程における状況を写真撮影により管理し、成果物として整理すること。 

  また、関係官公署への諸手続き等に係る関係書類は成果物として編纂し整理しな

ければならない。 

 

６．入札額算出方法 

 ①「引取（買取）」 

入札者が代金を支払うことを見積った場合には負（マイナス）の数値で算出す

ること。買取額は、必要な一切の費用（撤去、運搬、処理費等）を差し引いた金

額とする。 

※ 海外への輸出も可能とするが、物品を買い取る際には、１点であろうと

も買取証明書を作成し、提出すること。 

 ②「処分」 

   入札者が代金を受け取ることを見積った場合には正（プラス）の数値で算出す

ること。処分額は、必要な一切の費用（撤去、運搬、処理費、マニフェスト代等）

のすべてが含まれたものとする。 

 上記方法により算出した額を（①＋②）＝入札額（税抜）とする。 

 

７．処分対象機器にフロンや水銀を含有しているものがある場合、その処理について

は、対象法令に基づき処理ならびに処分報告をするものとする。 

  

８．ＭＲＩ装置は公示日現在も通電し磁場が発生しているため、現場確認および撤去

の際は最大の注意を払われたい。 

 

９．大型装置の搬出に際して建物を一部破壊した際は、廃材を一箇所に集積すること。 

  なお、北・検査・中の各棟は以後取り壊すため、一部破壊後における十分な仮設

壁は行わなくてよい。 

 

１０．後付けパーテーション内に残置されている機器については、パーテーションを

破壊してよし。破壊後は、廃材を一箇所に集積すること。 

 

１１．その他 

①  上記事項に明示していない事項でも、業務遂行上または技術上当然必要と認め

られる事項については、受託者の責任において行うこと。 

  ②  業務の安全については十分気をつけて行うこと。 



 ③ 廃棄物については、飛散・流失しないよう注意すること。 

 ④ 仕様書に疑義が生じた場合は、両者協議を行うものとする。 

 ⑤ 引渡しの際および引渡し後において生じた問題については、すべて受託者の負

担において責任をもって対応することとし、当院は一切の責任は負わないものと

する。 

             

     


